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横浜港南本牧地区岸壁(-18m)（耐震）上部等工事

平成30年 6月 6日　～　令和元年11月29日

若築建設株式会社　横浜支店

ＭＣ４岸壁を構築するため、基礎工からクレーン基礎工
や上部工など、岸壁本体完成までを施工します。

６月も引き続き海側の上部工作業を行います。

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

岸壁（水深18m）（耐震）

荷捌き地

航路・泊地、泊地（水深18m）

荷役機械・上屋等　（事業区分：貸付）

MC4

横浜港南本牧ふ頭地区国際海上コンテナターミナル整備事業

本工事

東京湾

横浜駅
川崎駅

横須賀駅

久里浜駅

平成31年 2月平成30年12月

令和元年 5月
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工事場所

横浜市港湾局提供



令和元年 6月

横浜港南本牧地区岸壁(-18m)（耐震）上部等工事

担当技術者

若築建設株式会社

横浜港南本牧ふ頭地区国際海上コンテナターミナル整備事業 工事レポート

京浜港湾事務所

　遠藤　努 さん　（34）

平成31年 4月上旬 令和元年 5月下旬

本工事

施工範囲

Ｌ＝約245ｍ

現在は鋼管杭打設の施工管理を主に担当して

います。今後設置されるガントリークレーンの基

礎となる重要な工種であり、やりがいのある仕事

です。

作業ヤードを確保するため、他工種の稼働して

いない夜間を利用して施工を行っていますが、夜

間作業は暗く危険も多く潜んでいるため、安全に

は特に気を配っています。

４月～５月の施工状況

現場担当技術者紹介 本工事の魅力！

海側上部工、陸側クレーンレール基礎工

鋼管杭打設の施工状況

全周削孔機で先行掘削し鋼管杭を建込、打設を

行います。

今後、海側レール基礎の上部工、クレーンレー

ル基礎を構築していきます。

コンテナ船と岸壁の間にあるのが防舷

材です。船体および岸壁が損傷すること

を防ぐ役割をしています。

ぼうげんざい

防舷材

対岸で行われるコンテナ船の

荷揚げ作業風景が絶景です！
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